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【主な研究成果】
本共同研究は、Ti合金の凝固過程を直接観察し、Ti合金における固液界面現象を明らかにすることを目的に実施している。令和6年度も前年度に引き続き、熊本大学で作製されたTi-7wt%Fe合金を試料として、東北大学金属材料研究所で保有する“その場”観察装置により凝固過程の直接観察実験を行った。前年度の課題であった、試料加熱中の酸化膜の形成に関しては、ジルコニアルツボの使用および、結晶成長炉内の不活性ガス雰囲気の純化により、極力抑えることが出来た。一方で、試料融解後の一方向凝固過程において、結晶成長に伴う体積収縮により、固液界面に合わせていたカメラの焦点が徐々にずれてしまい明瞭な観察ができないという新たな問題が生じた。これを解決するために、試料表面の高さが実験中に変わらないように透明石英ガラスを被せる方法を試している。本年度の共同研究によりTi合金の融解過程および凝固初期の観察ができるようになったことは大きな進歩である。
【今後の展望】
Ti合金の固液界面現象を直接観察するために試行錯誤を繰り返している状態であるが、その都度実験条件を改良することにより、短時間ではあるが固液界面の観察が可能となった。上述した課題を解決することにより、当初からの目的である、結晶成長速度が固液界面形状に及ぼす影響やTi-Fe合金のデンドライト成長メカニズムなどを明らかにしたい。
【具体的な成果】
　●学会発表
　Kozo Fujiwara, “Fundamental and Applied Research on Crystal Growth”, Summit of Materials Science 2024, Nov. 27-28, 2024 (Sendai).
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